
令和４年度 第１回恵庭市文化財保護委員会 

日 時 令和4年8月12日（金） 

 会 議 次 第 

１．開 会 

２．議 題

   （１）令和４年度主な事業計画について

３.閉 会 



令和４年度 

第１回恵庭市文化財保護委員会 

会 議 資 料 

教育部郷土資料館 





常設展示 　郷土の自然・歴史・文化の展示解説

   戦争資料展　

カリンバ遺跡展（常設）

特別公開2022国指定重要文化財

カリンバ遺跡出土品展及び

市内遺跡ミニ展示

令和4年新収蔵資料展

「収蔵資料展」

歴史の道散策会

カリンバ講演会

カリンバまつり 勾玉・土器作り、北海道文教大学による朗読劇。

カリンバ土曜講座 当館の学芸員４名が恵庭の歴史を語る。全４回。

自然観察会

さけます・内水面水産試験場から講師を招き、

漁川の生きもの観察会

の問い合わせに対して、調査し回答を行う。

チョイ古里散歩見学
会

9～10月の第
２、第４土曜日

一　般
郷土資料館ボランティアの会共催事業。市道恵庭線の歴
史的ゆかりのある場所を少人数グループで見学。

国指定史跡カリンバ遺跡とその周辺の野鳥を中
心に観察する。

一般市民

市内小学校

郷土の自然・歴史・文化にかかる市内外から

8月1日～26日

令和4年8月12日

文化財保護委員会

教育部郷土資料館

小中学生

　収蔵資料の中からテーマを決めて展示

漁川に生息する魚類・水生昆虫を観察する。

随時

1月4日～1月
26日

一　般

企画展「石の魅力」

5月28日

ふるさと教育の一環として、収蔵資料の内、貸
出し対象資料となっている資料を各小学校に巡
回させながら配送し、利活用の拡充を図る。

今年刊行された新恵庭市史執筆陣（考古部門）
３名が語る「恵庭の歴史」。

一　般

一　般 埋蔵文化財整理室において普段は展示していな
い重文の漆塗り装身具（実物）を年に１回特別
公開 。市内遺跡ミニ展示は石棒を展示予定。

一　般 市道恵庭線の歴史的ゆかりのある場所を見学。

教

育

普

及

事

業

見
学
会
・
講
座

観
察
会

ふるさと教育宅配事
業

6～11月

10/23

レ
フ
ァ

レ
ン
ス

6月11日

一　般

９月17日～
９月19日

一　般

体
験
学
習
会

資
料
活
用

レファレンスの実施

５月～11月

７/23

8月6日

随　時

一　般

一　般

通　年

市民から寄贈され当館が所蔵する南極の石やオパール、
島松軟石や化石、遺跡の石器やネックレスなどを展示。

令和元～３年度に（公財）三菱財団の助成金や文化庁・
道の補助金を得て保存処理を行った金属製品を展示。

一　般

４月16日 ～
５月22日

7月２日～９
月４日

一　般

　令和4年中に寄贈を受けた資料を紹介

通　年 一　般

期　日 対　象 趣　　　旨

令和４年度郷土資料館事業計画（案）

事　業　名

展

示

事

業

企画展「金属製品と保存処
理の世界」

平成11年度に発掘調査されたカリンバ遺跡の大型合葬
墓のレプリカをロビーに展示。カリンバ展示室に重要文
化財の漆塗り装身具（レプリカ）、玉類等を展示。

実施しない

一　般



・自然資料収集 　自然情報の収集保存

・郷土資料収集 　郷土資料の収集保存整理

・郷土史に関する調査 　聞き取り調査・写真による記録保存

・高齢者の記憶に残る歴史

　的事柄の記録

・収集資料の電子化

るとともに資料公開に備える

北海道縄文のまち連絡会 加盟28市町村

市内中高生

一般市民

金属製品保存処理

・市広報誌、新聞等の活用

・資料館ホームページの充

　実と活用

・郷土資料館年報の発行 　郷土資料館活動の記録

・郷土資料館だよりの発行 　郷土資料館の事業案内を活動紹介

・小学校へのチラシ配布 　郷土資料館の事業案内

・転入者に対する利用案内

　の配布 施設の存在をPRする

・館内説明案内サービス 　館内説明の充実

・学校教育等との連携

進の働きかけ　

資

料

収

集

通　年

公募した市民をバスで引率し、アイヌ文化を学習する。

①は新ひだか町・平取町。 は白老町ウポポイで、参加

者は大学生以下とした。

ア
イ
ヌ
政
策

①６月18日、
②７月24日

西島松５遺跡出土資料整
理

①４月20～
22日、②８月
23・24日

文化庁調査官が来恵し、西島松５遺跡から出土した資料
のうち重要な擦文前期の資料の価値の磨き上げを行う。

資
料
整

理

史
跡
整
備

期　日

通　年

恵庭の歴史を「個人の記憶の記録」として保存

対　象 趣　　　旨

個人が実際に体験し、記憶の中に残っている

令和４年度郷土資料館事業計画（案）

事　業　名

一　般 学校教育・社会教育学習団体に対する利用促

年4回

通　年

一　般

一般市民 転入者に対して恵庭市を理解するための学習

（転入者）

夏季休暇前
１回

周

知
・
刊
行
物

8月5日

随　時

史跡整備（①低地面整備
工事、②水文環境調査、
③環境整備）

４月～３月

６名を公募し、アイヌ文化の講座や施設見学・体験を計
９回行い、本市の多文化共生社会実現へのリーダーを育
成する。

アイヌ文化学習見学会事
業

埋
蔵
文
化
財

アイヌ文化マスター育成
事業

発掘調査・試掘調査等

啓

発

活

動

随　時

通　年

随　時

①アプローチ階段設置と樹木管理。②史跡及び周辺の表
流水（旧カリンバ川）と地下水の水量、水流等のデータ
を毎月１回、職員が計測する。③草刈り、ごみ拾い・花
植え。

通　年

通　年

通　年 収蔵資料の電子化を行い、事務の効率化を図

①個人住宅発掘調査（５～６月島松仲町遺跡）、②商業施設発掘
調査（７～10月柏木川９遺跡）、③試掘調査（ルルマップ川18
遺跡など）

2年に1回

洞爺湖町で総会を開催。札幌チカホで年１回開催してい
た「考古学カフェ」はコロナで中止。

４月～３月 擦文文化期の土坑墓から出土した刀や斧など金属製品７
点を保存修復。

４月～３月

６月～２月



令和4年度 埋蔵文化財の保護について（7月14日現在） 

１．発掘調査 

（１）島松仲町遺跡 

   調査原因：個人住宅建築に伴う行政目的記録保存調査 

  調 査 地：島松仲町3丁目343  調査面積：85.6 ㎡ 

  調査期間：５月30日～6.月 17日 

   遺構：土坑1・焼土2 

   遺物：縄文時代早期～後期の土器・石器（コンテナ60×40×20㎝：2箱） 

（２）柏木川9遺跡 

   調査原因：商業施設建設に伴う行政目的記録保存調査 

   調 査 地：柏陽町3丁目266-1ほか  調査面積：約3,039㎡ 

 調査期間：7月20日～10月7日（予定） 

   遺構・遺物：竪穴建物跡等を検出中 

２．試掘・所在調査 

（１）ルルマップ川18遺跡（新規登載） 

   調査原因：宅地造成に伴う試掘確認調査 

調 査 地：島松寿町1丁目128-1ほか  調査面積：2475.95㎡ 

調査期間：5月16日 

遺構・遺物：耕作土に遺物あり、遺物包含層は全面削平により消失 

調査結果：工事着工可 

（２）ポンオサツ遺跡隣接地 

   調査原因：太陽光発電施設に伴う所在・試掘確認調査 

   調 査 地：戸磯552ほか  調査面積：40,000㎡ 

調査期間：4月4日（所在）、5月18～20日（試掘）  遺構：遺物：なし 

調査結果：工事着工可 

（３）ユカンボシE2遺跡 

   調査原因：宅地造成に伴う試掘確認調査 

   調 査 地：和光町5丁目496-20  調査面積：約1,805㎡ 

調査期間：7月6日  遺構・遺物：なし 

調査結果：工事着工可 

（４）柏木工業団地1遺跡 

   調査原因：物件開発に伴う所在確認調査 

   調 査 地：北柏木町3丁目142-1ほか  調査面積：14,519.17㎡ 

調査期間：7月12日 遺構・遺物：なし 

調査結果：工事着工可 

（５）ユカンボシE1遺跡 

   調査原因：建売住宅工事に伴う所在確認調査 

   調 査 地：駒場町4丁目692  調査面積：251.13㎡ 

調査期間：7月13日 遺構・遺物：なし 

調査結果：工事着工可 
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3．工事立会 

（1）カリンバ5遺跡 

   立会原因：ふるさと公園改修に伴う立木伐根・店舗新築工事 

   立 会 地：黄金中央4丁目2 

   立会期間：5月12日（伐根）、6月27日・7月 5日（店舗） 

   立会結果：遺構・遺物なし 

（２）西島松10遺跡 

   立会原因：防災無線新設工事 

   立 会 地：恵み野里美2丁目13-6（さとみ公園） 

   立会期間：6月23日 

   立会結果：遺構・遺物なし 

４．埋蔵文化財保護のための事前協議 

   11件（過年度継続含む） 

５．埋蔵文化財包蔵地の照会 

   30件 
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カリンバ5遺跡

遺跡位置図

　　　 凡例
●：発掘調査
▲：試掘・所在調査
■：工事立会

▲

▲
柏木川9遺跡

▲

ルルマップ川18遺跡

▲

ポンオサツ遺跡隣接地

▲
ユカンボシＥ２遺跡

■

島松仲町遺跡

■

柏木工業団地１遺跡

西島松10遺跡

ユカンボシＥ１遺跡
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